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会社名

所在地

代表者

設立

資本金

発行済株式総数

従業員数

事業内容

事業所・店舗数

株式会社ワットマン

神奈川県横浜市旭区鶴ヶ峰本町１－２７－１３

代表取締役 清水一郷

昭和５３年９月

５００百万円

１１,３６８千株

399名 （社員72名、パート・アルバイト327名）（25年3月末）

リユース事業 （リユース商品の仕入販売）

神奈川県内 12事業所 25店舗 （25年6月1日現在）

（スタイル：9店舗 テック：9店舗 ブックオフ：7店舗）
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会社概要



昭和53年 9月 株式会社電化センターシミズを設立。

昭和55年12月 横須賀市野比に野比店を開店。神奈川県下における家電チェーン店化を開始。

昭和63年 2月 本社機構を横浜市西区に移転。

平成2年 4月 社名を株式会社ワットマンに変更。

平成4年 7月 日本証券業協会に店頭売買有価証券として新規登録。

平成14年 3月 新業態として、リユース事業１号店 ハードオフ/オフハウス横浜上郷店を開店。

平成14年 5月 本社機構を横浜市旭区に移転。

平成16年 5月 家電事業からリユース事業へ業態転換を開始。

平成16年12月 JASDAQ証券取引所へ上場。

平成20年 6月 ハードオフ/オフハウス鎌倉藤沢店を閉鎖し、ハードオフ/オフハウス/ブックオフ鎌倉手広店へ移転し増床開店。

平成20年 6月 リユース事業に業態転換後、初の新規出店としてオフハウス逗子店を開店。

平成20年 7月 ハードオフ/オフハウス北久里浜店をオフハウス単独店舗に改装。

平成20年 8月 ハードオフ/オフハウス横須賀佐原店を開店。

平成20年10月 ハードオフ/オフハウス横浜本郷台店を改装し、ブックオフ横浜本郷台店を併設。

平成21年12月 ブックオフ横須賀中央店開店。

平成22年10月 JASDAQ証券取引所と大阪証券取引所の合併に伴い、大阪証券取引所JASDAQ(スタンダード）へ上場。

平成23年 7月 ハードオフ横浜本郷台店をオフハウス横浜本郷台店に統合。

平成23年10月 オフハウス逗子店を閉店。

平成23年11月 ブックオフ逗子久木店を開店。（グランドオープンは平成23年12月3日）

平成24年 2月 オフハウス横浜本郷台店を閉店し、ブックオフ横浜本郷台店を増床。

平成24年 4月 ハードオフ・オフハウス横浜上郷店を閉店。

平成24年 8月 ハードオフ湘南台店をオフハウス湘南台店、ハードオフ綾瀬店をオフハウス綾瀬店に、ハードオフ座間店をオフハウス座間店にそれぞれ統合。

平成24年 9月 ハードオフ川崎大師店を閉店

平成25年 3月 オフハウス北久里浜店を閉店

平成25年 5月 株式会社ハードオフコーポレーションとのフランチャイズ契約を解消

平成25年 6月 新ブランド「Super RecycleShop WATTMANN」(スーパーリサイクルショップ ワットマン)立ち上げ。ワットマンテック湘南台店、綾瀬店、座間店が開店

(現在) 店舗数25店
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会社沿革
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「お客様のご不用になった
商品を買取り、点検・クリーニングを施し、

新たなお客様に提供する」のがリユース業です。

大量生産・大量消費・大量廃棄の使い捨て型社会から、地球環境との共生を目指す、循環型社会
（＝リサイクル社会）への転換は広く社会に受け入れられてきました。
従来のリサイクル（１Ｒ）から、リデュース（廃棄物の発生抑制）、リユース（再利用）、リサイクル（再資源化）
のいわゆる（３Ｒ）政策も社会に浸透してきています。
こうした時代背景と共に成長しているのが、リユース業です。

エコ意識の高まりを背景とした循環型社会の構築に寄与すると
ともに、今後さらなるマーケットの形成を見据え、
消費者に当社の業態（リユース業）の浸透を推進していきます。

リユース業とは

（注）1997年・2002年・2007年は経済産業省【商業統計】『中古品小売業（骨董品を除く）』より
2010年・2011年は日本リユース業協会『日本リユース業協会統計』より
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当社の事業内容

「Super Recycle Shop WATTMANN」は
パソコン・テレビ・冷蔵庫・楽器など家電製品を扱う「WATTMANN Tech」（ワットマン・テック）。
そして、洋服、バッグなどの服飾雑貨・貴金属・ギフト商品などを扱う「WATTMANN Style」（ワットマン・スタイル）
の2つの専門店で構成しております。

さらにパッケージメディアの「BOOK OFF」（ブックオフ）も融合することで、様々な商品を扱う、強力なリユース店舗となります。
それが「Super Recycle Shop WATTMANN」です。

6

スーパーリサイクルショップ 「ワットマン」
横浜鶴ヶ峰店

「スーパーリサイクルショップ ワットマン」
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リユース業の商圏人口は約１０万人
です。

神奈川県の人口は９０６万人（H２５年
４月１日現在）、
横浜市に限っても３６９万人（H２５年４
月１日現在）ですから、
まだまだ出店の余地があります。

特にスタイルは需要に比べ店舗数が
少なく急成長が見込める分野です。

店舗展開

「神奈川県にはまだまだ出店余地があります」

横浜を中心に
12事業所 25店舗 を展開してます。

ワットマンテック 9店舗
ワットマンスタイル 9店舗
ブックオフ 7店舗
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平成２５年３月期 業績概況

POINTS
平成25年3月期の売上高は業態を変更した店舗の立ち上がりの遅れと閉店による店舗減少のため210百万円（6.7％）減収の2,933百万円となりました。売

上・売上総利益率減少に伴い売上総利益額は154百万円(7.5%)減益の1,921百万円となりました。また営業利益は61百万円（29.2％）減益の148百万円、経
常利益は53百万円（24.0％）減益の168百万円、当期純利益は97百万円（51.4％）減益の91百万円となりました。
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売上総利益率

要約損益計算書
（千円）

前年同期比
（千円）

平成24年3月期 平成25年3月期 前年同期比

売上高 3,144,358 2,933,954 93.3%

粗利額 2,076,056 1,921,332 92.5%

（粗利率） 66.0% 65.5% △0.5p

販管費 1,865,874 1,772,561 95.0%

（販管費率） 59.3% 60.4% +1.1p

営業利益 210,181 148,771 70.8%

(営業利益率) 6.7% 5.1% △1.6p

経常利益 221,793 168,596 76.0%

当期純利益 189,082 91,819 48.6%
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平成２５年３月期 四半期業績推移

POINTS
売上高は第1第2四半期累計期間においては61百万円(4.0%)減収の1,416百万円、第3第4四半期累計期間においては149百万円(9.2%)減収の1,496百万

円でした。 営業利益は第2四半期累計期間では売上・売上総利益率減少に伴い95百万円（78.2%）減益の26百万円、第3第4四半期累計期間では売上総利
益率の回復と経費減少により34百万円（38.9％）増益の122百万円となりました。

四半期売上推移 四半期営業利益推移
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平成２５年３月期 品目別業績

※千円未満については四捨五入しております。

POINTS
電化製品等、服飾等およびその他においては店舗減少と

店舗業態統合の影響により、売上・売上総利益は減収減益
となりました。

パッケージメディアにおいては前期の店舗増加と増床店舗
の影響等により増収となりましたが、売上総利益率の低下に
より売上総利益は減益となりました。

平成25年3月期品目別業績

前年比 電化製品等 服飾等
パッケージ

メディア
その他 合計

売上高 85.0% 89.1% 103.2% 88.5% 93.3%

仕入高 74.5% 86.6% 93.9% 98.2% 88.4%

売上総利益 86.6% 93.4% 98.1% 84.6% 92.5%

売上総利益率 +1.2p +3.4p △2.9p △3.5p △0.5p

電化製

品等
服飾等

パッ

ケージ

メディア

その他 合計

売上高 491,170 994,934 1,159,351 288,499 2,933,954

仕入高 144,936 243,294 485,424 52,724 926,378

売上総利益 325,328 724,744 650,084 221,177 1,921,333

売上総利益率 66.2% 72.8% 56.1% 76.7% 65.5%
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平成２５年３月期 品目別商品売上概況

品目別商品売上高
(千円）

※千円未満については四捨五入しております。

POINTS
パッケージメディアが前年同期を上回るものの、その他の品目は前年同期を下回る結果となりました。店舗及び売場面積の増加したパッケージメディアの構

成比率が増加しております。

品目 売上高 構成比 前年同期比

電化製品等 491,170 16.74% 85.04%

服飾等 994,934 33.91% 89.05%

パッケージメディア 1,159,351 39.51% 103.19%

その他 288,499 9.83% 88.47%

総計 2,933,954 100.00% 93.31%

平成25年3月期 売上高構成比 平成24年3月期 売上高構成比
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平成２５年３月期 販売費管理費推移

(千円）

POINTS
平成25年3月期の販売費及び一般管理費は93百万円（5.0％）減少の1,772百万円でした。主要な変動要因は人件費の減少が34百万円（3.3％）、販売費の

減少が9百万円(7.5%)、管理費の減少が47百万円(7.8%)、減価償却費の減少が1百万円（1.8％）です。

※千円未満については四捨五入しております。

平成24年3月期 平成25年3月期 前年同期比

人件費 1,043,244 1,008,747 96.7%

(対売上高比率） 33.2% 34.4%

販売費 132,414 122,448 92.5%

(対売上高比率） 4.2% 4.2%

管理費 605,942 558,619 92.2%

(対売上高比率） 19.3% 19.0%

減価償却費 84,274 82,748 98.2%

(対売上高比率） 2.7% 2.8%

販管費合計 1,865,875 1,772,562 95.0%

(対売上高比率） 59.3% 60.4%

販売費管理費前年同期比
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平成２５年３月期 貸借対照表の概況

(千円）

POINTS
平成25年3月期末における資産合計は前事業年度末と比較して19百万円減少し3,380百万円となりました。負債合計は前事業年度末と比較して144百万円

減少し879百万円となりました。純資産合計は前事業年度末と比較して124百万円増加し2,500百万円となりました。

※千円未満については四捨五入しております。

平成24年3月期末 平成25年3月期末 増減額

流動資産 1,296,023 1,605,231 309,208

(構成比） 38.1% 47.5%

固定資産 2,104,295 1,775,094 -329,201

(構成比） 61.9% 52.5%

総資産 3,400,317 3,380,325 -19,993

流動負債 389,239 565,410 176,171

(構成比） 11.4% 16.7%

固定負債 635,058 314,292 -320,766

(構成比） 18.7% 9.3%

負債合計 1,024,297 879,701 -144,596

(構成比） 30.1% 26.0%

純資産 2,376,021 2,500,624 124,603

自己資本比率 69.9% 74.0%

要約貸借対照表
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平成２５年３月期 キャッシュ・フロー計算書及び設備投資額の推移

(千円）

POINTS
営業活動によるC/Fは前事業年度と比較し19百万円減少し341百万円の収入となりました。
投資活動によるC/Fは前事業年度と比較し490百万円増加し326百万円の収入となりました。
財務活動によるC/Fは前事業年度と比較し13百万円支出が減少し191百万円の支出となりました。

平成24年
3月期

平成25年
3月期

前年同期
増減額

営業活動によるキャッシュ・フロー 361,385 341,498 △19,887

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 163,562 326,502 +490,064

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 204,991 △ 191,647 +13,344

現金及び現金同等物の増減額 △ 7,168 476,353 +483,521

現金及び現金同等物の期末残高 666,977 1,143,330 +476,353

平成24年3月期 平成25年3月期
前年同期増減

額

設備投資額 124,956 19,188 △105,768
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業績推移

POINTS
平成25年3月期は前期に引続き、経営効率の改善により粗利率・営業利益率及び粗利額・営業利益の向上を図りました。業態を変更した店舗の立ち

上がりの遅れと店舗閉店の影響を受け減収減益となりました。H26年3月期はFC脱退の影響で最終赤字となる見込みですが、営業利益及び経常利益
は今期並みの水準を達成する見込みです。

※千円未満については四捨五入しております。

売上高～粗利率 営業利益～当期純利益

前年比 H22/3期 H23/3期 H24/3期 H25/3期
H26/3期

計画

売上高 108.3% 98.9% 97.9% 93.3% 92.0%

売上総利益 114.1% 102.9% 97.4% 92.5% 96.3%

売上総利益率 +3.2p +2.6p △0.4p △0.5p +3.0p

販管費 102.3% 102.4% 100.6% 95.0% 95.9%

前年比 H22/3期 H23/3期 H24/3期 H25/3期
H26/3期

計画

営業利益 580.0% 106.6% 76.0% 70.8% 100.8%

経常利益 700.8% 109.9% 81.6% 76.0% 97.9%

当期純利益 364.7% 94.0% 75.9% 48.6% -283.2%

H22/3
期

H23/3
期

H24/3
期

H25/3
期

H26/3
期 計

画

営業利益 259,463 276,517 210,181 148,771 150,000

経常利益 247,338 271,723 221,794 168,597 165,000

当期純利益 264,843 248,980 189,082 91,819 ‐260,000

営業利益率 8.0% 8.6% 6.7% 5.1% 5.6%
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H25/3期 H26/3期

実績 計画 前期比

売上高経常利益率 5.7% 6.1% +0.4p

ＲＯＡ
2.7% -8.1% -10.8p

（総資産当期純利益率）

ＲＯＥ
3.8% -11.0% -14.8p

（自己資本当期純利益率）

ＥＰＳ
8.39円 -23.77円 -32.16円

（１株当り当期純利益）

ＢＰＳ
228.61円 202.84円 ＋25.76円

（１株当り純資産）

ＰＥＲ
11.44倍 -4.04倍 -15.48倍

（株価収益率）

ＰＢＲ
0.42倍 0.47倍 0.05倍

（株価純資産倍率）

期末株価 96円 96円 -円

※H25年3月期末株価はH25年3月29日終値と同価格としております。

平成２６年３月期の見通し・経営指標
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ワットマンの強み

POINTS
平成25年3月期第4四半期では10.1％に急回復しております。新ブランドの確立に注力し、他社よりも高いパフォーマンスをあげることを目指します。

リユース各社営業利益率比較

‐3.0%

‐1.0%

1.0%

3.0%

5.0%

7.0%

9.0%

11.0%

H22年度 H23年度 H24年度

A社 B社 C社 Ｄ社 Ｅ社 F社

G社 H社 I社 J社 ワットマン

10.1％
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新ブランド・アイデンティティ
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独自ブランド立上げのねらい

　 大規模
プロモーショ ン

生産効率
向上政策

人財教育

出店攻勢
強力な

商品政策低コ スト 化 自由な出店

売場設計

自由な

プロモーショ ン

自由な

取扱商品

自由な

独自ブラ ンド 立ち上げによる効果

ワッ ト マンの成長

お客様へのサービス向上

独自ブラ ンド 確立のための施策
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３．「フィロソフィー」の理解と実行
一人一人は小さな力でも店の組織（チーム）として大きな力が発揮できる。

(1) 『customer satisfaction』の向上
①常にお客様第一の視点で考え行動する

お客様都合＞会社（店舗）都合

３．「フィロソフィー」の理解と実行
一人一人は小さな力でも店の組織（チーム）として大きな力が発揮できる。

(1) 『customer satisfaction』の向上
①常にお客様第一の視点で考え行動する

お客様都合＞会社（店舗）都合

１．売上増加のため、展示アイテム数を最大にする。
そのため、全数買い取りを継続し、原則として生産前廃棄及び未生産を無くし、常に全数出し切りを実行す
る。
(1) ムダ・ムリ・ムラの排除

①まずはムダのあぶり出しと排除
②買い取り・生産時間を現状の半分に短縮する

(2) 取扱いジャンルの見直し

１．売上増加のため、展示アイテム数を最大にする。
そのため、全数買い取りを継続し、原則として生産前廃棄及び未生産を無くし、常に全数出し切りを実行す
る。
(1) ムダ・ムリ・ムラの排除

①まずはムダのあぶり出しと排除
②買い取り・生産時間を現状の半分に短縮する

(2) 取扱いジャンルの見直し

２．売上増加のため、適正売価を継続し、商品鮮度を向上する。
そのため、スタート売価は相場より安すぎない売価にする。ジャンル別に適正な売価変更を早期・適時に実

施する。
(1) 品揃え・鮮度管理の理解と実行
(2) 自動売価変更システムの導入

①出し切り・売価変更・廃棄の時間を現状の半分にする
②マニュアルの充実により作業効率を高める

２．売上増加のため、適正売価を継続し、商品鮮度を向上する。
そのため、スタート売価は相場より安すぎない売価にする。ジャンル別に適正な売価変更を早期・適時に実

施する。
(1) 品揃え・鮮度管理の理解と実行
(2) 自動売価変更システムの導入

①出し切り・売価変更・廃棄の時間を現状の半分にする
②マニュアルの充実により作業効率を高める

平成２６年３月期の取り組み①
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４．活き活きとした活気ある職場環境を作るために、常に意欲的に取組む。
(1) 『私たちのルール』の実行によりパート・アルバイトのより戦力化を図る。
(2) 人的生産性のＵＰ
①ムダ・ムラ・ムリの排除
②組織能力の最大化

(3) 従業員のモチベーションＵＰと成長支援
(4) コンプライアンス、社内諸規則の制定と見直し

４．活き活きとした活気ある職場環境を作るために、常に意欲的に取組む。
(1) 『私たちのルール』の実行によりパート・アルバイトのより戦力化を図る。
(2) 人的生産性のＵＰ
①ムダ・ムラ・ムリの排除
②組織能力の最大化

(3) 従業員のモチベーションＵＰと成長支援
(4) コンプライアンス、社内諸規則の制定と見直し

５．ストアコンパリゾン（業績の良い他店の研究とそのノウハウの導入）
会社の発展・人材の成長のために業績の良い他社の店舗、自社の他店を常に研究し、自店に導入する。

(1) 固定概念・既成概念を捨てる
(2) 情報吸収・自己啓発を向上する

５．ストアコンパリゾン（業績の良い他店の研究とそのノウハウの導入）
会社の発展・人材の成長のために業績の良い他社の店舗、自社の他店を常に研究し、自店に導入する。

(1) 固定概念・既成概念を捨てる
(2) 情報吸収・自己啓発を向上する

６．粗利率を上げる
(1) 商店経営者意識をもつ
(2) サービスは有料と捉える

６．粗利率を上げる
(1) 商店経営者意識をもつ
(2) サービスは有料と捉える

平成２６年３月期の取り組み②
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